
札幌国際芸術祭2027 テーマを6/12に発表決定 
企画体制に加わる新たなチームメンバーも同時発表 
6/20にはキックオフカンファレンスを開催し、 
市民・企業とつくる“次のSIAF”を考えます

札幌国際芸術祭（略称：SIAF）実行委員会では、2027年1月～2月に開催する「札幌国際芸術祭
2027（SIAF2027）」の方向性を示す“テーマ”を2025年6月12日(木)に発表します。前回芸術祭で
は「LAST SNOW」を掲げましたが、次回はどのようなテーマとなるでしょうか。あわせて、
SIAF2027を共につくりあげていく新たなチームメンバーも発表します。 
発表の翌週6月20日(金)には、SIAF2027キックオフカンファレンスを開催。ディレクターチーム
4名が、テーマに込めた思いやSIAF2027のコンセプトを初めて語る場となります。さらに、前回
芸術祭の取り組みをアップデートし、新たな価値を生み出すアイデアや構想を札幌で暮らす皆さ
んや企業と共有します。さまざまな立場の方々とともに育んでいくSIAF2027、その第一歩となる
イベントです。

報道機関各社　様

City of Sapporo 
2025年5月20日

・第1部では、企業と共創する「実験の場としての芸術祭」を考察 
・第2部では、次回SIAFの最新情報にフォーカス 
・両プログラムにディレクターチームが登壇し、SIAF2027の構想を語ります

札幌国際芸術祭2027 キックオフカンファレンス 
　日時：2025年6月20日(金)　第1部 16:00～17:30（17:00からは交流会）／第2部 18:30～20:00 
　会場：札幌市図書・情報館 1F サロン（札幌市中央区北1条西1丁目 札幌市民交流プラザ内）

　第1部（16:00-17:30）| 未来を共創する：企業×芸術祭の新たな実験

スピーカー：SIAF2027ディレクターチーム（小川秀明、細川麻沙美、漆 崇博、丸田知明） 
参加費無料・定員50名（要事前申込） 
※17:00からは登壇者との交流・情報交換の場とする予定です。 
詳細・申込：https://siaf.jp/p20366

SIAFは2024年の開催から芸術祭を未来に向けた「実験の
場」と位置付け、企業とともに社会課題や新たなビジョ
ンの探求に取り組んできました。SIAF2027に向けても企
業が主体的に参加できる場を提供しようとしています。 
第1部では、SIAF2024における芸術祭と企業のイニシア
ティブ・プロジェクトを振り返るとともに、クリエイテ
ィブディレクターの小川秀明がオーストリアの文化機関
であるアルスエレクトロニカで実践する多彩なイノベー
ション事例を紹介します。さらに、既存の枠組みを超え
た未来志向のプロトタイピングや、社会との新たな接点
創出について、より深い議論を交わします。

Sony Design in collaboration with HIRAKAWA Norimichi 
《INTO SIGHT at SIAF2024》 
平川紀道《雪花譜 / six-petal automata》
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　第2部（18:30-20:00）｜ここから始動！札幌国際芸術祭2027 最新情報トークセッション

スピーカー：SIAF2027ディレクターチーム（小川秀明、細川麻沙美、漆 崇博、丸田知明） 
　　　　　　NPO法人ezorock代表 草野竹史、ふむふむサポーター 
参加費無料・定員50名（要事前申込） 
詳細・申込：https://siaf.jp/p20729

お問合せ  
札幌国際芸術祭実行委員会 担当：杉本・阿部島 
〒060-0001 札幌市中央区北1条西2丁目 札幌時計台ビル10階 
電話：011-211-2314（平日 8:45~17:15)　Fax：011-218-5157 　E-mail：press@siaf.jp 

上記の取り組みの周知および取材のご協力をお願いいたします。取材いただける場合は、
下記担当者へご連絡ください。

札幌国際芸術祭2027 概要（2025.5.20現在） 

　名　称：札幌国際芸術祭2027（略称：SIAF2027） 

　会　期：2027年1月～2月 

　テーマ：2025年6月12日発表予定 

　ディレクターチーム： 
　　小川秀明 | クリエイティブディレクター 
　　細川麻沙美 | フェスティバルディレクター 
　　漆 崇博 | スクールディレクター 
　　丸田知明 | スタジオディレクター 

　公式ウェブサイト　https://siaf.jp

SIAFはこれまで、市民と多様な方法で関わりながら共に
芸術祭をつくりあげてきました。2023年にスタートした
「SIAFスクール」では、子どもたちの探究心を育む「出
前授業」、市民の主体的な参加を促す「ふむふむプロジェ
クト」、教育関係者との連携を強化する「教育喫茶」に取
り組んできました。これらは、芸術祭が市民一人ひとりの
学びや発見、行動の場となる可能性を示しています。 
第2部では、SIAF2027のテーマや企画体制に加わる新たな
チームメンバーなど最新情報をお伝えするとともに、SIAF
スクールでの実践を振り返りながら、SIAF2027に向けて
市民がどのように関わり、どのような価値を共に創出でき
るのかを考えます。

SIAF2024 未来劇場における学校招待の様子
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